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（１）事業の目的

創建以来の歩みを振り返りながら、市を挙げて多賀城創建１３００年を祝いま
す。
先人が築き上げてきた本市固有の歴史や価値を、多種多様な文化プログラムを

通して再認識し、後世にわたる多賀城市民の誇りとして磨き上げます。
さらに、その魅力を内外に発信することで、地域活性化の好機とし、本事業を

活力溢れる未来へのスプリングボードとします。

（２）事業の期間

□ 平成３１年度・令和２年度 準備期間
令和３年度～ 広報・広告宣伝期間
令和４年度・令和５年度 プレ・イベント期間
令和６年度 多賀城創建１３００年

＊令和３年度は、多賀城市市制施行５０周年に当たることから、
多賀城創建１３００年を内外に発信する絶好の機会として捉える。

■０１ 事業の目的
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（１）過去に学ぶ（歴史・文化の継承）
多賀城の創建以来、１３００年という長い歴史を積み重ねてきた多賀城市、宮城県、そして東北には固有の

文化、多彩な生活の営み、豊かな自然があります。また、その歴史を創り、文化を伝え、自然を守ってきた人
たちがいます。
その歴史を改めて、より多くの方々が知り、学ぶことができる機会を創出し、子どもたちに自信と誇りを

持って継承していくことが肝要です。
多賀城が創建されてから今日までの歴史を学び、知り、そして再発見と創造につなげていく事業を構築し展

開していきます。

（２）今を見つめる（賑わいと魅力の創出）
まちの活気はそこに住む人たちが創り出すものです。先人たちの弛まぬ努力があることにより、現在の“多

賀城”があることに思いを寄せるとともに、多賀城創建１３００年という歴史的な節目の年を皆で共に祝い、
喜びと感動を共有し、多賀城への愛着を深めることで、賑わいと多賀城の魅力を創出します。
賑わいの創出や地域経済の活性化を図るためのプロモーション活動を展開し、官民一体となって多賀城創建

１３００年にちなんだイベントなど、多様な主体による様々な事業を構築していきます。

（３）未来につなぐ（新たな多賀城の文化創造）
過去に学び、今を見つめなおす意義は、未来に向け新たな文化を創造するというまちづくりにつなげること

にあります。これは、多賀城碑で泪を落とすくらい感動した松尾芭蕉の俳諧の理念「不易流行」にも通じるも
のがあります。
また、多賀城にはかつてヒト、コト、モノが集まり、様々な交流から東北の多様な文化が創造された拠点で

あったことがうかがえます。
多賀城が持つその潜在能力を現代に呼び起こし、その場（コト消費）、その時（トキ消費）でしか体験でき

ない価値を、心豊かな暮らしを創造する種として未来へ育んでいくための取組みを展開します。
そうした取組みを通じて歴史や文化を学び、イベントなどを通じて醸成した多賀城市、宮城県、そして東北

への愛着や地域の一体感を、新たな文化の創造に繋げます。さらに、未来を担う若者や子どもたちへ質の高い、
多様な文化に触れる機会を創出し、豊かな感性や創造性を育み、多賀城市、宮城県、そして東北の文化を創造
し、世界へと発信していく人材の育成を図ります。

■０２ 基本理念
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（１）テーマ
「東北のはじまり、宮城のはじまり よろこび多き城 多賀城」

多賀城創建１３００年記念事業を機に多賀城跡等の歴史・文化遺産としての普
遍化のみならず、地域に根差した新たな文化の発信や個性豊かな魅力の創出を通
して、宮城・東北の唯一無二の価値の創造と地域活力の一層の向上を目指す事業
を実施します。

（２）事業展開イメージ
令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

令和７年以降
（2025年以降）

プロモーション

プレ・イベント市制施行50周年

継
続
展
開

の
取
組
み創建1300年

■０３ 事業方針
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（３）事業の構成
ア 祝祭・イベント・交流
(ア)記念式典、アートイベントに関する事業
(イ)友好都市等、関連する自治体等との交流事業など
＜事業イメージ＞
①多賀城創建１３００年記念式典
②多賀城跡でのオリジナルアートイベント
③市民参加型のイベント
④広域連携事業
⑤シティブランドを向上する事業 など

イ 市民団体等連携
(ア)市民団体、グループ、学校、学生、企業などが自主的に取り組む事業

及び観光協会が主導する観光まちづくりとの連携に関すること
＜事業イメージ＞
①市民団体との連携
②学校、学生との連携
③企業との連携
④市民との万葉花いっぱいプロジェクト など

■０３ 事業方針
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ウ プロモーション
(ア)プロモーション事業の実行計画に関すること
(イ)プロモーション事業の企画・実施に関すること
(ウ)その他プロモーション事業に必要な事項について取り組むこと
＜事業イメージ＞
①公式サイトの開設・運営、ＰＲ映像の制作
②ＰＲポスター・チラシの制作、１３００年記念商品の開発
③交通広告、観光キャンペーンとの連携
④東北地方でのビッグイベントとの一体的な情報発信
⑤旅行業者への周知による観光ツアーの創出 など

エ 歴史文化
(ア)歴史に関する事業
(イ)古代城柵関連自治体との歴史に関する連携
(ウ)伝統文化に関する事業
＜事業イメージ＞
①天平装束の製作および儀式の再現、東北歴史博物館での特別展
②まんがでわかる多賀城の歴史の制作、陸奥国印の復元
③各種歴史関係のシンポジウム など

■０３ 事業方針
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（１）実行委員会設立の周知（記者発表等）

令和３年５月１４日（金）東北歴史博物館

№ 掲載日 メディア名 № 掲載日 メディア名

1 5/15 河北新報 26 5/20 北海道新聞

2 5/15 ＮＨＫ 27 5/20 北國新聞

3 5/20 ４７ニュース 28 5/20 Yahooニュース

4 5/20 dmenuニュース 29 5/20 新潟日報

5 5/20 linenews 30 5/20 gooニュース

6 5/20 MSNニュース 31 5/20 デイリー

7 5/20 Rakuten News 32 5/20 琉球新報

8 5/20 秋田魁新報 33 5/20 大分合同新聞

9 5/20 熊本日日新聞 34 5/20 京都新聞

10 5/20 千葉日報 35 5/20 大阪日日新聞

11 5/20 中日新聞 36 5/20 茨城新聞

12 5/20 東奥日報 37 5/20 宮崎日日新聞

13 5/20 東京新聞 38 5/20 信濃民報

14 5/20 西日本新聞 39 5/20 室蘭民報

15 5/20 福井新聞 40 5/20 ORIKON NEWS

16 5/20 愛媛新聞　online 41 5/20 model press

17 5/20 沖縄タイムスプラス 42 5/20 E START ニュース

18 5/20 神奈川新聞 43 5/20 BIGLOBEニュース

19 5/20 岐阜新聞 44 5/20 毎日新聞

20 5/20 高知新聞 45 5/20 山梨日日新聞

21 5/20 佐賀新聞 46 5/20 上毛新聞

22 5/20 山陰中央新報 47 5/21 産経

23 5/20 下野新聞 48 6/6 産経新聞

24 5/20 徳島新聞

25 5/20 福島民報

■０４ 令和３年度事業実績について
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ア キャッチフレーズ・ロゴマーク制作
賞金：１０万円
応募期間：令和３年１２月１９日（日）から令和４年１月３１日（月）まで
キックオフイベント：令和３年１２月１９日（日）１６時～

（市立図書館３階ギャラリー）

■０４ 令和３年度事業実績について

（２）多賀城創建１３００年のプロモーション事業
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※関連行事 謎解き多賀城
第１弾１０月２日（土）～１０月３１日（日）
第２弾１１月１日（月）～１１月３０日（火）
協賛 ソニーグループ株式会社

ア ライドアラウンドin多賀城with七ヶ浜
令和３年１０月２日（土）～１１月３０日（火）

参加者 ２１８名

■０４ 令和３年度事業実績について

（３） 観光プロモーション事業（サイクルツーリズムによる周遊モデル開発）
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ア ミニチュア南門レゴ制作ワークショップ
協 力 東京大学レゴ部
開催日 令和３年８月２２日（日） ①１０時～１１時３０分 親子１０組参加

②１３時３０分～１５時 親子１０組参加

（４）多賀城市内向けインナープロモーション事業
（事業参画者拡大に向けた市民・市内事業者向けプロモーション）

■０４ 令和３年度事業実績について

9



東北歴史博物館 多賀城市役所ロビー

イ 多賀城南門レゴの展示
令和３年 ５月１５日（土）～６月２７日（日） 東北歴史博物館

（デンマークデザイン展）
６月２９日（火）～８月３１日（火） 多賀城市役所ロビー
９月 １日（水）～９月３０日（木） ＪＲ仙石線多賀城駅
１０月 １日（金）～ 多賀城市立図書館

多賀城市立図書館１階

ＪＲ仙石線多賀城駅

■０４ 令和３年度事業実績について

10



（５）その他
ア 文化庁Living History（生きた歴史体感プログラム）促進事業

多賀城創建１３００年歴史体感プログラムとして採択

令和３年度 古代多賀城における食再現

甘葛煎や古代スイーツの再現に絞って展開予定

令和４年２月 幻の甘味料「甘葛煎」再現ワークショップ開催

３月 古代スイーツ食事会
令和４年度 古代多賀城における兵士儀式の再現（兵士甲冑の復元を含む）
令和５年度 古代多賀城元日朝賀の再現（天平衣装の復元を含む）

古代スイーツの再現イメージ 儀式の再現イメージ

あまづらせん

あまづらせん

かっちゅう

■０４ 令和３年度事業実績について
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イ 多賀城創建１３００年に向けての東北歴史博物館との連携（東北歴史博物館・多賀城市）

ジュラシック大恐竜展を契機に若い世代に東北歴史博物館に来館を促し、常設展示の古代
多賀城を観覧してもらうことにより多賀城創建１３００年の気運醸成を図ることを目的に実施
ジュラシック大恐竜展入館者：６４，７５７名

(ア)ジュラシック大恐竜展多賀城市民限定公開
日 時 令和３年７月３１日（土） １７時～１９時 来館者２０１名（整理券２７７枚配布）

８月 ２日（月） １３時～１７時 来館者２６４名（整理券３５２枚配布）

(イ)ジュラシック大恐竜展での光のインスタレーション

ナイトミュージアム開催に合わせて実施。
日 時 令和３年８月１３日（金）～１５日（日）

１８時３０分～２０時

■０４ 令和３年度事業実績について（構成団体実施事業）
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ウ 政庁南大路 開通式（宮城県多賀城跡調査研究所）
開催日 令和３年１０月１６日（土）
主 催 宮城県多賀城跡調査研究所
内 容 地元市川地区住民を対象に、復元が完了した政庁南大路の完成記念式典を行い、

整備した施設の説明を行った。
参加者 来賓９名、市川地区住民ほか約３０名
備 考 多賀城市文化財課「南門復元工事現場公開」とタイアップ

日刊建設新聞、河北新報にて報道

エ 整備工事案内（宮城県多賀城跡調査研究所）
要請に応じて整備工事現場を案内し、１３００年事業に関する周知を図っている。
実 績 令和３年 ６月１８日（金） 東北歴史博物館友の会 ２０名

令和３年 ８月 ３日（火） 宮城県史跡整備市町村協議会
担当者連絡会議 ２３名

令和３年１２月 ５日（日） 南相馬市泉官衙を愛する会 ２５名
その他 他県の文化財関係者、小学校社会科見学等の依頼による視察案内

■０４ 令和３年度事業実績について（構成団体実施事業）
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オ 多賀城講座（宮城県多賀城跡調査研究所）
開催日 令和３年１１月６・１３・２０日（土）計３回
主 催 宮城県多賀城跡調査研究所
内 容 職員による多賀城に関連する講座を実施し、

多賀城の歴史的魅力を一般に発信した。
参加者 約１８０名
備 考 令和元年度から継続的に実施しているもの

１３００年記念の気運を高めるもの

カ 段ブロックで多賀城南門をつくろう
開催日 令和３年１２月１７日（金）
主 催 一般社団法人 宮城県建築士会青年部会
共 催 宮城県多賀城跡調査研究所
内 容 子どもたちが協力し合いながら、段ボール製の

ブロックを使って多賀城南門の模型を製作する
活動をとおして、古代多賀城の歴史を学び、多
賀城創建１３００年への気運を醸成した。

参加者 ２４名（小学生６名、保護者・スタッフ１８名）

■０４ 令和３年度事業実績について（構成団体実施事業）
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キ 埋蔵文化財調査センター展示（多賀城市教育委員会）
(ア)「多賀城への道 地域を繋ぐ人と交通の古代史」

会 期 令和３年１０月１日（金）～１２月１９日（日）
会 場 埋蔵文化財調査センター展示室

(イ)「古写真で見る多賀城の移り変わり」
会 期 令和３年１０月１日（金） ～１２月１２日（日）
会 場 埋蔵文化財調査センター企画展示室

■０４ 令和３年度事業実績について（構成団体実施事業）
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ク 多賀城南門建設現場見学会（多賀城市教育委員会）
市民向け見学会 令和３年６月１９日（土）・２６日（土）
一般向け見学会 令和３年７月１７日（土）
参加者 １，３２３名

■０４ 令和３年度事業実績について（構成団体実施事業）
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